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研究成果の概要（和文）：　本研究は，地方自治体が保有する医療レセプトデータ・介護レセプトデータ・特定
健診データ・予防的保健医療介護事業実施者リスト等を住民単位で連結可能なプラットフォームを開発し，27自
治体・250万人の約7年分の約2000億レコードのデータベースを構築した．自治体が保有するデータには共通IDが
ないことから，データを名寄せするための技術開発とノウハウ蓄積を行った．さらに，解析用データセットを整
備し，予防的保健医療介護事業が高齢者の健康寿命と医療費・介護費に及ぼす効果を明らかにした．また，自治
体担当者が庁舎内のローカルPC環境下で，ハイリスク者を自動検索し，積極的予防介入を実施可能なシステムを
構築した．

研究成果の概要（英文）：　This study developed a platform capable of linking, at the individual 
resident level, various types of data owned by local governments, such as healthcare claims data, 
long-term care claims data, health examination data, and lists of implementers of preventive 
healthcare and long-term care services. As a result, we were able to construct a database of 
approximately 2 trillion records covering 7 years for 2.5 million people across 27 municipalities. 
Given that the data held by the municipalities lacked a common ID, this research entailed the 
development of technology and the accumulation of expertise for data consolidation. Additionally, we
 elucidated the effects of preventive healthcare and long-term care services on the healthy lifespan
 of the elderly and on healthcare and long-term care costs. We also developed a system that enables 
municipal staff to automatically search for high-risk individuals and carry out proactive preventive
 interventions within the local PC environment.

研究分野：データベース医学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　自治体DXは国家的課題であり，現在，構築が進んでいるところである．将来的にはマイナンバーによって個人
データがリンケージされた国家的データベースが構築されると期待される．データ利活用は，国民の理解と信頼
があって初めて成立するが，これまで我が国ではDX化によってどのような社会が実現されるかを国民に提示する
ことができていない．本研究ではこのような国家的データベース構築の予備的検証として，①各部門が持つ各種
データが突合できること，②統合化されたデータベースを用いることで市民にとって有益なエビデンスを創出で
きること，を明らかにした．本研究成果は将来の国家的データベース構築の礎となると期待される．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



1. 研究開始当初の背景 
申請者はこれまで医療レセプトデータと介護レセプトデータをそれぞれ用いて，疾病罹患によ
る追加的医療費の推定や介護自己負担率変化が介護サービス利用に及ぼす効果などについて研究
してきた．我が国では全国民のレセプトデータの利用環境が整いつつあることから，今後の医療・
病院管理学領域は既に医療・介護が必要な者を対象にした研究が進展していくと期待される．し
かし，超高齢社会においては，健康寿命の延伸が最も社会的価値をもつことから，効果的な予防
的介入の解明が国家的課題である．地方自治体が行っている予防的保健医療介護事業に関する有
効性は明らかではなく，また，これを検証するためのデータ環境も整備されていないため，予防
的介入のエビデンスが解明される展望も見いだせない状況にある．このような背景下で，本研究
は従来型研究からの飛躍的発展に挑むものである． 
 
2. 研究の目的 
本研究の目的は，地方自治体が保有する各種レセプトデータ等を住民単位で連結可能なプラッ
トフォームを開発し，予防的保健医療介護事業が高齢者の健康寿命と生命寿命に及ぼす効果を明
らかにすることである．具体的には，(1)各自治体の医療・介護・生活保護レセプトデータ，特定
健診データおよび予防的保健医療介護事業実施者リストを住民別に突合可能なデータプラットフ
ォームを開発すること．(2)当該データを用いて，高齢な生活習慣病患者などを対象に，合併症発
生確率や健康寿命を予測する統計モデルを構築すること．(3)当該データを用いて，予防的保健医
療介護事業の有効性と費用対効果を解明することである． 
 
3. 研究の方法 
(1) レセプト・健診・予防事業実施者リスト等を連結可能なプラットフォーム開発 
本研究では，地方自治体が保有する各種レセプトデータ，健診データ，予防事業実施者リスト
を住民単位で突合させ，個人情報を削除し，統計解析に適した解析用データセットテーブルを構
築可能な共通プラットフォームを開発する方法を採用する．福岡県内の複数自治体に対しても協
力依頼を行い，共同研究契約を締結し，各自治体内の個人情報審議会において，レセプトデータ・
健診データ・予防事業実施者リストの利用許諾を得る．当該データは国保連から還元されたレセ
プトデータの個票であり，役所内に設置した PC にデータ加工プログラムを格納し，個人情報つ
きの各種データを住民別に突合させた後に個人情報を削除する．レセプトデータの原データは複
雑であるため，解析に適したデータセットテーブルを開発し，当該テーブル別にデータを加工す
る．個人情報が削除された研究データは，解析実施機関のセキュリティ環境を備えた解析用研究
室に移管し，研究２および研究３を行う． 
 
(2) レセプト等データベースを用いた合併症発生や健康寿命の予測モデルの開発 
本研究２では，研究１で開発した解析用データセットテーブルを用いて，生活習慣病患者を対
象に，腎疾患や脳血管疾患等の合併症発生確率，健康寿命，生命寿命の予測モデルを構築するこ
とを目的とする．具体的には，機械学習などに基づき，解析用データセットテーブルを用いて個
人ごとに合併症発生率，健康寿命，生命寿命の予測モデルを構築し，住民別のリスク定量化を行



う．また，新たなデータが毎月蓄積されることから，本研究２年目以降は機械学習を用いて予測
モデルの精度を高めるとともに，住民の居住自治体別の予測モデルに改良していく． 
 
(3) 研究３．予防的保健医療介護事業の有効性評価・経済性評価 
本研究では，各自治体が実施する予防的保健医療介護事業の有効性評価と費用対効果評価を行
う．具体的には，介護予防事業，予防接種事業，生活保護受給者に対する健康管理支援事業にお
いて，介入群と非介入群の有効性と費用対効果をレセプトデータと事業実施者リストを用いて評
価する．介護予防事業においては，介入群と非介入群における要介護度認定，医療介護費用，生
命寿命に及ぼす効果を層別解析によって検証する．予防接種事業においては，接種群と非接種群
における市中肺炎罹患率，要介護度認定，医療介護費用，生命寿命に及ぼす効果を年齢コホート
間の比較も含めて検証する．生活保護受給者に対する健康管理支援事業においては，受診勧奨後
の治療再開群と治療脱落群における健康寿命，生命寿命，医療介護費用に及ぼす効果を検証する．  
 
(4) 研究４．自治体による住民に対する積極的予防介入のためのシステム構築 
自治体による積極的な予防介入の実施を支援するために，研究４ではレセプトデータを用いた
自動的な健康リスク定量化と高リスク者の自動検出を行うシステムを開発する．研究１で開発し
たプラットフォームおよび研究２で構築した予測モデルを用いて，解析用PCを自治体に設置し，
国保連から毎月フィードバックされるレセプトデータから住民の健康リスクを自動的に定量化し，
高リスク者を自動検出する．これにより，自治体担当者は高リスク者に対して受診勧奨を行うこ
とができる．本研究では，このような積極的な予防介入の実施前後で住民の健康改善を検証する
ためのシステムを構築する． 
 
4. 研究成果 
(1) レセプト・健診・予防事業実施者リスト等を連結可能なプラットフォーム開発 
 本研究では，27 自治体・250 万人の 5～7年分の約 2000 億レコードのデータを取り扱う大規模
データベースを格納したプラットフォームの開発に成功した．各自治体それぞれに対して共同研
究契約を締結し，データ利用許諾を得た上で，データ収集を行った．自治体が有する各種健康デ
ータには共通 IDが存在しないために，名寄せ技術の開発とノウハウの蓄積が，本研究における最
も大きな成果である．例えば，医療レセプトデータには，「漢字氏名・カナ氏名（2018 年度から任
意登録）・生年月日・性別・医療被保険者番号」が，介護レセプトデータには「生年月日・性別・
医療被保険者番号・介護被保険者番号」が含まれるが，予防事業実施者リストのうち，各種予防
事業リストの大半は「漢字氏名・年齢・性別」のみであることが多い．また，予防接種台帳などの
自治体健康管理システムに登録されているデータは「住基台帳番号・漢字氏名・カナ氏名・生年
月日・性別」が含まれていることが多い．そのため，本研究では，市民全体に付与されている住
基台帳番号を基盤として，各種データを「氏名・年齢・性別」を用いて名寄せを行うこととした．
その結果，およそ 90～95%程度の名寄せに成功した．また，名寄せ可能なデータを学術機関に持
ち帰るために，個人識別情報はハッシュ値に変換している．このようなデータ加工と名寄せを全
てプログラム処理にて実行可能にすることで，複数自治体への対応も実施可能な基盤を構築する



ことができた． 
また，九州大学に持ち帰ったデータは，解析に適したデータセットテーブルに変換するシステ
ムを開発した．データセットテーブルを LIFE Common Data Model と名付け，全ての自治体デー
タを標準化したテーブルに格納することとした．これにより，元データでは複雑な構造をもつ医
療レセプトデータを，リレーショナルデータベースの利用経験者があれば，誰でも使用可能なデ
ータセットを整備することに成功した． 
さらに，解析実施機関のセキュリティ環境を備えるために，ISMS認証を取得し，高度なセキュ
リティ環境下においてデータベースを扱うシステムを構築した． 
 
(2) レセプト等データベースを用いた合併症発生や健康寿命の予測モデルの開発 
本研究２では，研究１で開発した解析用データセットテーブルを用いて，糖尿病の発症予測モ
デルと健康寿命の自動算出モデルを開発した．糖尿病の発症予測モデルでは，特定健診データの
検査値および生活習慣項目から 3 年後の糖尿病発症確率を予測することが可能となった．また，
健康寿命の算出モデルでは，各自治体の生命表データと介護レセプトデータを用いることで，自
動的に年齢階級別の健康寿命を算出可能なプログラムを開発した． 
 
(3) 研究３．予防的保健医療介護事業の有効性評価・経済性評価 
 本研究３では，各自治体が実施する介護予防事業の参加者リストデータを収集し，介護予防事
業参加者と非参加者を比較して，教室開催後の介護認定率，医療費，介護費を比較検討した．介
護予防教室の有効性評価においては，健康な者ほど教室に参加する傾向にあることから，参加者
と非参加者のベースラインの健康状態を適切に補正できなければ，参加者群の予後が良い結果と
なってしまう問題がある．そのため，本研究では，介護予防教室参加前年度の医療レセプトデー
タを使用して，参加群と非参加群の健康状態を propensity score を用いて補正した解析を行った．
介護予防教室の有効性には自治体によって大きなばらつきがあることが明らかとなった．また，
高齢者肺炎球菌ワクチン接種群と非接種群における予後評価を行った．その結果，高齢者肺炎球
菌ワクチン接種群においては，その後の医療費抑制効果が大きいことが明らかになった． 
 
(4) 研究４．自治体による住民に対する積極的予防介入のためのシステム構築 
本研究４では，自治体庁舎内にて，健康リスクの高い者を自動検出可能なシステムを開発した．
ハイリスク・アプローチにおいて求められる，検査結果有所見者，糖尿病発症リスク予測値，治
療中断者，多剤投与患者，重複服薬患者，健診結果「受診勧奨レベル」で未受診者，糖尿病性腎症
ハイリスク者などを自治体担当者が検索することが可能になった．これにより，自治体保健師が
被保険者に対する最新の情報を把握・確認しながら，積極的予防介入を実施するためのデータ基
盤が整えられたと期待される． 
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